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となる｡ ただし,これは準古典近似であるので, Eが edに近づき, 指数関数の中が1に近づ
くと正しくない.このように,散逸は e-→0,6- edでのI'の振舞を定性的に変えることが
分った｡
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(6) ま と め
以上のように,量子サインゴル ドン系において,散逸は低温での振舞に顕著な影響を与える｡
更に,現在,ソリトンの拡散などの動的過程-の影響を研究中である.








8) 中谷正吾,修士論文 (北海道大学, 1986)
非線形拡散方程式とpatternformation
筑波大･物理 田 上 由紀子
1. 1960年代の終 り頃から,高分子の複合系であるブロック共重合体といわれる物質にお
m ･･･nI
いて,相分離現象 (ドメインの大きさがおよそ数 100Aの程度 であ
ることから,ミクロ相分離と呼ばれる)が観測されている｡ 電子顕
微鏡写真に現われるこの,規則的なドメイン構造は,模式的に
ABプ､ロック共量各味 1次元.･--層状 (1｡m｡llar) 図 ｡
2次元--円柱状 (cylindrical) 図 b,d
3次元 --球状 (spherical) 図 a,e
と分類することが出来る｡ これらの
ミクロドメイン - 界面の形成の理
論はHelfandとTagami(文献1)
により行われた｡その中心をなすものは,meanfield 法により導かれた連立 した非線形拡
散方程式および,それとselfconsistentに用いられる｡空間各点における分子種A,Bの密度
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